
1 

  トップガンジャーナル 

Journal of TopGun 
             

令和６年２月 27日 第 98号 

 

「 南アルプスの自然を探究するオンライン教材を体験しよう 」 
 

令和５年 12月 16 日（土）10：00〜12:00、トップガンの課外講座「南アルプスの

自然を探究するオンライン教材を体験しよう」が、静岡大学教育学部附属浜松中学校

西館 2Ｆ授業研究室で行われました。 

講師の先生は、静岡大学教育学部教授 小南陽亮 先生と、小南研究室院生 堀住

かれん さんです。 

今回の参加校 静岡大学附属浜松小/浜松市立中部小/浜松市立広沢小学校 計７名 

 

講座の概要 

南アルプスは 2014 年にユネスコエコパークに登録されました。ユネスコエコパー

クに登録された地域では、自然環境の保全はもちろん、自然と結びついた地域の文

化や伝統の維持や、自然を活用した持続的な経済活動を行うことを目的とした取り

組みが行われています。これを受けて昨年度静岡県では、南アルプスの自然や地域

の文化を探究し、その魅力を知るためのオンライン教材を開発しました。この講座

では、開発した教材を使った探究を行い、南アルプスの自然の魅力を知り、その環

境の保全についても考える体験学習を行います。オンライン教材を活用した学習の

よい経験にもなるでしょう。ひとり１台のタブレットを使った楽しい学習です。 

 

 

 

 

講座の前半は、小南教授から講座の意義 

や概要を、堀住講師から県が開設した世界 

の共有の財産である南アルプス魅力発信・ 

環境学習サイト「南アルプスの宝箱」の解 

説を聞いた後、「南アルプスの宝箱」の体 

験（「南アルプスの学習問題「南アルプス 

を学ぼう」にチャレンジ」）に取り組みま 

した。また、後半の活動「南アルプスのチ 

ラシづくり」でまとめたい情報をサイトの 

中で見付けたら、ワークシートや付箋にメ 

モしました。受講者の小学生の皆さんは、自然、生き物、環境など、未知の世界の魅 

力を感じながら、真剣に取り組みました。 

活動レポート 

講座の意義を説明する小南教授 
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後半の活動では、各自がテーマを決めて、南アルプスについて紹介するチラシづく

りに取り組みました。チラシを完成させるには時間が足りなかったのですが、受講者

は短い時間の中で、講座の講師や参観に来ていた静岡県くらし・環境部 環境局の方

が感動するほど立派なチラシをつくりました。 

 

 

 

 

「南アルプスの宝箱」に取り組む受講者 「ユネスコエコパーク」の説明をする堀住講師 
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横田 光さん（附属浜松小学校）の作品 黒坂紫子さん（附属浜松小学校）の作品 

野田博煕さん（附属浜松小学校）の作品 水谷 奏さん（中部小学校）の作品 
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加茂惇裕さん（中部小学校）の作品 

 裏面まで作ってくれました。ここでは裏写りしてしまっていて申し訳ありません。 

前川樹奈さん（広沢小学校）の作品 森田理央さん（広沢小学校）の作品 
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【受講者の皆さんの感想】 

 地域や生き物の取り組みがされていることに関心がもてました。南アルプスの自然

環境の豊かさや良さが分かりました。 

（静岡大学教育学部附属浜松小学校 ５年 横田 光） 

 

 とっても分かりやすいアプリで、クイズをしながら、生きている動物、今の問題や

取り組みなどがしっかりと分かった。ポスターを作りながら学べたので、とっても楽

しかった。        （静岡大学教育学部附属浜松小学校 ５年 黒坂紫子）  

 

人間と自然とが協力して動物などが生きる環境を作っていることに関心をもてまし

た。例えば、ライチョウに動物が襲わないよう音が鳴る仕掛けを人間が作ったことで

す。とても楽しくいろいろなことが知れてよかったです。 

（静岡大学教育学部附属浜松小学校 ５年 野田博煕） 

 

 良さ、気候、生息するものなど、南アルプスの良さを知ることができてよかった。

南アルプスの良さを知れて、楽しかった。 

（浜松市立中部小学校 ６年 水谷 奏） 

 

南アルプスには、まぼろしの生物がいっぱいいて、とてもおもしろそうだと思っ

た。南アルプスについていろいろなことが知れて、とてもおもしろかった。 

（浜松市立中部小学校 ５年 加茂惇裕） 

  

南アルプスは世界に認められていて、自然がとても多い。貴重な生物もいて、未知

の世界が広がっている。生物は数え切れないほどいて謎が多い。全生物はどのくらい

いるのか知りたいと思います。自分のやりたいように調べチラシを作る活動はとても

楽しかったです。来年も行きたいです。とても勉強になりました。ありがとうござい

ました                （浜松市立広沢小学校 ５年 前川樹奈） 

 

クイズ形式で分かりやすく、チラシ作りということで楽しかったです。自然にも問

題があることを知りました。自然もあるけれど、文化や場所、花などのいろいろなも

のがあったので、南アルプスに関心をもつことができました。植物の特性などを知り

たいと思います。南アルプスのことをよく知れて楽しかったです。 

 （浜松市立広沢小学校 ６年 森田理央） 
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南アルプスは、2014 年（平成 26 年）にユネスコエコパークに登録されました。ユ

ネスコエコパークについては、講座の中でも解説されましたが、ＨＰには次のような

ことなどが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユネスコエコパークは、保全機能（生物多様性の保全）、学術的研究支援、経済と

社会の発展という３つの機能を果たすために、核心地域、緩衝地域、移行地域の３つ

の地域を設定しています。核心地域は、多くの動植物の生育が可能であり、法的にも

厳しく保護され、長期的に保全されている地域です。緩衝地域は、核心地域の周囲ま

たは隣接する地域で、核心地域のバッファーとしての機能を果たします。ユネスコエ

コパークのための実験的研究だけで無く、教育や研修、森林セラピー、エコツーリズ

ムなど、自然の保全・持続可能な利活用への理解の増進、将来の担い手の育成等が行

われています。移行地域は、人々が居住し生活を営んでおり、自然環境の保全と調和

した持続可能な地域社会の発展のためのモデルとなる取組が行われています。そし

て、それぞれの機能は独立したものではなく、ユネスコエコパークを相互に強化する

関係とされています。 

このような取組がさらに充実していくためには、理数や環境面、経済面等の豊富な

専門的知識に加え、思考力や創造性、バランスのとれた豊かな人間性などを兼ね備え

た人材の育成が継続的にされていくことが大切だと考えます。トップガンが、このよ

うな面でも貢献できることを願っています。           （金田裕之） 

コラム

解説 

ユネスコエコパーク（生物圏保存地域）は、生物多様性の保護を目的に、ユネ

スコ人間と生物圏（MAB）計画（1971 年に開始した、自然及び天然資源の持続可

能な利用と保護に関する科学的研究を行う政府間共同事業）の一環として 1976 年

に開始されました。 

 ユネスコエコパークは、豊かな生態系を有し、地域の自然資源を活用した持続

可能な経済活動を進めるモデル地域です。（認定地域数：134 か国 738 地域。う

ち国内は 10 地域。）※2022 年 6 月現在 

 世界自然遺産が、顕著な普遍的価値を有する自然を厳格に保護することを主目

的とするのに対し、ユネスコエコパークは自然保護と地域の人々の生活（人間の

干渉を含む生態系の保全と経済社会活動）とが両立した持続的な発展を目指して

います。 

 認定地域は、域内の自然の成り立ちや、そこに育まれた歴史文化に対する理解

を深めるほか、地域づくりの担い手を育成することが期待されています。また、

世界ネットワークの一員として、認定地域同士の学び合いを通じてさらに取組を

進めることが求められます。 


